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鮮やかな体色と細長いくちばしが特徴の水辺にすむ鳥 

です。光の加減で宝石のヒスイのように青緑色に輝く羽 

色から、漢字も同じ「翡翠」で「カワセミ」と読ませ、 

「渓流の宝石」とも呼ばれます。 

 八王子市では昭和中後期に川の水質が悪 

化し数が減りましたが、近年の水質改善と 

共に再びよく見かけるようになりました。 

日野市・町田市・小金井市では「市鳥」 

に選ばれているなど、多摩地域でも大変親 

しまれている鳥です。魚の棲む水辺では、 

水に飛び込み捕食する姿がしばしば見られ 

ます。 

 

 

 

第第第４４４号号号   

平平平成成成 222666 年年年８８８月月月   

八王子市水循環部 

水環境整備課 

042-620-7291（直通） 
042-626-3019（FAX） 

 浅川であそぼう！  
 

 

浅川の上流域・中下流域での学びや遊びを通じ 

て、八王子市と日野市の子どもたちの交流を図る 

子どもの交流事業「浅川であそぼう！」を今年も 

実施し、両市の子ども 31 名が参加しました。 

当日は晴天に恵まれ、絶好の川遊び日和となり 

ました。子どもたちは水生生物採集や川への飛び 

込み、釣りなどに終始夢 

中で、地元の方や講師の 

方のお話なども交え、体 

いっぱいで浅川を楽しん 

だ様子でした。 

            
 

7 月 29 日（火）に実施しました 
 

～カワセミ～（川蝉、翡翠） 

 八王子市・日野市連携事業  
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「叶谷榎池」「六本杉公園」を整備しました   
「東京の名湧水 57 選」にも選ばれている「叶谷榎池」「六本杉公園」で進

めていた水辺整備が、このたび完了しました。  

 

 
地域のシンボルツリーであるエノキを 

中心に、昔からの生活の面影を残しつつ 

も、親水性の高い空間を作り上げるとい 

う方針で整備を行いました。 

洗い場の改修、不要な柵の撤去と交換、 

水辺の植生整備やエノ 

キの支柱交換を行い、 

洗い場を中心とした、 

気軽に水辺とふれあえる場として生まれ変わりました。 

  

 

 

 

 

 
湧水の湧き出し口の石積みが  

崩れていたため改修を行い、池  

へと繋がる流れを整備しました。  

池も清掃を行い、水辺へと張  

り出した観賞場所を設置するこ  

とで水辺の生き物との距離が今  

までより近くなっています。  

 湧き出し口と池をつなぐ流れは、湧水を実感できる構造にしました。  

撮影中、親子連れが水遊びを始めるという微笑ましい場面も見受けられまし

た。 

 

厳しい暑さが続いています。身近に「涼」を感じる水辺を訪れてみてはいか

がでしょうか。 

 叶谷榎池   

次世代のエノキもすくすくと成長しています 

 六本杉公園   



 -3- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まちの話題  
 

 

 

 

 

 

現在活動場所としている小川（水路）の 

石垣は昭和 30 年頃に作られたままの状態 

ですが、当時は、きれいな湧き水が豊富に 

流れていました。水のきれいなところに生 

息する「オババ※」などの生きものも多く 

いて、私たち子どもの遊び場でした。 

そのころの大栗川は、河川整備前でくね 

くねと蛇行しており、「暴れ川」で何度も 

氾濫があったことを記憶しています。 

大栗川も子供たちの遊び場であり、今では、値段が高く 

なかなか手の出ない国産うなぎもたくさん捕れました。私 

たちの仲間は、うなぎを自らさばき、おいしく食べました。 

また、由木地区はホタルの宝庫として有名で、小川にも 

数多くのホタルが飛び交い、大栗川の川面に映る「蛍火」 

は、まるで天の川でした。 

その後、由木地区の開発等により周辺の宅地化が進むと、小川の水量は減り、

家庭からの排水が小川に流れ込み汚れていき、子供たちの遊び場だった小川が、

近づいてはいけない危険な場所と変わっていきました。 

最近は、水量は変わりませんが、下水道の整備などによって水はきれいになっ

てきました。 

以前から住んでいる私たちは、川がきれいであることの大切さを知っています

が、地域の多くの方たちも、川がきれいであることの大切さを理解してくれると

よいと思います。 

 

※オババ…最大体長 5ｃｍほどのホトケドジョウ 

（地方名：オババドジョウ）のこと。水がきれいで、 

流れが緩やかな小川などに生息する。  富澤さん・画 

 

 

「水辺の水護
みまも

り制度」が始まるはるか以前より、東中野にて 

水路の保全活動を行い続け、平成 23 年 5 月の制度開始時に登

録いただいた富澤さん夫妻にお話を伺いました。 

玉石垣の水路 

富澤さん夫妻 
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 八王子の八つの湧水   
 

「叶谷榎池」「六本杉公園」の他にも、八王子市内にはいくつもの湧水があります。

ここでは代表的な「八つの湧水」を紹介します。 
 

名称  所在地  
東京の名湧水

57 選  

子安神社（明神町）  明神町 4-10-3  

六本杉公園  子安町 2-22 〇  

片倉城跡公園  片倉町 2475 〇  

真覚寺  散田町 5-36-10  

横川弁天池  横川町 88  

叶谷榎池  叶谷町 1079 〇 

子安神社（中野山王）  中野山王 2-23 〇  

大谷弁天池（小宮公園） 暁町 2-41-6 〇 

 

 

 

 
 

 

 

 

 「浅川にすむ魚」の水槽展示をしていたある日、  

水中にいたコオニヤンマのヤゴが木の枝に止まり、  

トンボへ羽化しました。きれいな「水」が命の源で  

あることを実感するできごとでした。  

 魚だけでなく様々な水生生物も棲めるようになっ  

たきれいな川をこれからも大切にしていきましょう。  

平成 26年 8月発行 八王子市水循環部水環境整備課 電話：042‐620‐7291 FAX：042‐626‐3019 

 

 

 

 

～編集だより～ 

 浅川にすむ魚を展示しました  
 

環境月間でもある 6 月の 1 か月間、市役所 1 階 

ロビーにて、浅川に棲むアユ、カワムツ、オイカワ、 

シマドジョウなどの展示を今年も行いました。 

 市役所を訪れた皆さんには、ひとときの涼しげな 

風情と、近年水質が改善された「浅川」を感じてい 

ただき好評でした。 

来年も、「良好な水環境を未来の子どもたちにつ 

なげていく」きっかけのひとつとして実施していき 

ます。 

 

「八王子の湧水」ホームページ（八王子市） 

http://www.city.hachioji.tokyo.jp/seikatsu/25053/032046.html 

「八王子湧水ネックレス構想」イメージ 


